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キャピタランド（CATL） 
好調な中国の住宅開発に加え、安定収益の宿泊事業と

Ascendas-Singbridge 社買収が持続的成長に貢献へ 

 
 

 
 

フィリップ証券株式会社 
シンガポール | 不動産運営・管理| 業績フォロー  

BLOOMBERG CAPL:SP  | REUTERS CATL.SI 

 4/30 発表の 2019/12 期 1Q（1-3 月）は、売上高が前年同期比 23.8％

減の 10.48 億 SGD、税引前利益が同 2.3％増の 8.02 億 SGD となった。 

 主に中国の住宅開発案件について、物件の売却予約価額が堅調に伸

びたものの、引渡しが遅れたために減収となった。 

 安定収益源となる宿泊事業の拡大、および Ascendas-Singbridge 社買収

による資産バランス向上が持続的な成長に貢献するものと期待。 

What is the news？ 

4/30 発表の 2019/12 期 1Q（1-3 月）は、売上高が前年同期比 23.8％減

の 10.48 億 SGD。中国とベトナムの住宅開発案件の引渡し棟数減少が響い

た。税引前利益が同 2.3％増の 8.02 億 SGD。保有資産再評価益および新規

に買収した米国と欧州の不動産が寄与した。資産売却・再評価および償

却費用の損益を除いた調整後の営業利益が同 20.5％減の 1.81 億 SGD。シ

ンガポールと中国の住宅開発案件からの取引収益が減少した。 

セグメント別の概況は以下の通り。ベトナムの住宅物件売却予約価額

が前年同期比 73.9％減の 600 万 SGD、引渡し完了価額が同 40.0％減の

3,300 万 SGD。中国の住宅物件売却予約価額が同 53.3％増の 25.70 億 RMB

と好調だったが、引渡し完了価額が同 37.6％減の 11.96 億 RMB だったこ

とが減収要因となった。資産リサイクル（販売・リース収入を原資に新

たな資産に投資すること）事業は、4.85 億 SGD 分を売却して 7.60 億 SGD

分の資産に投資した。宿泊事業は、シドニー・グローバルハウジングお

よび 2018/12 期 3Q（7-9 月）に買収したタウジアホテル・マネジメント

社が寄与し、稼働物件から 5,970 万 SGD のフィー収益がもたらされた。

リートおよびファンド事業は、4,990 万 SGD のマネジメント報酬だった。 

How do we view this？  

住宅開発案件の見通しは良好である。ベトナムが売却予約分 7.32 億

SGD の 31％に相当する 2.27 億 SGD を 2019/12 期（4-12 月）の売上高に計

上し、中国が売却予約分 172 億 RMB の 60％に相当する 103.2 億 RMB を

2019/12 期の（4-12 月）の売上高に計上する見通し。シンガポールが

「Pearl Bank Apartments」と「Sengkang Central」の好立地住宅物件につい

て 2019/12 期 3Q（7-9 月）までにローンチ予定。2019/4 にオープン予定

のジュエル・チャンギ空港モール、2019/6 にオープン予定のフナン・モ

ールの業績寄与に期待。宿泊事業は、4.3 万棟の施設を開発中だが、1 万

棟当り年 2,500 万 SGD のフィー収益を見込み、フィー収益は 10-20 年の

安定収益を望める有望分野である。リートおよびファンド事業は、ビジ

ネス向け不動産を中心に世界 11 ヶ国で事業展開を行う Ascendas-

Singbridge 社買収が臨時株主総会で承認された。事業資産ポートフォリオ

のバランス向上が、同社の持続的な成長に貢献するものと期待する。 

 
 

業績推移 ※参考レート　1SGD=80.07円

事業年度 2016/12 2017/12 2018/12 2019/12F 2020/12F

売上高（百万SGD） 5,252 4,618 5,602 5,577 6,021

当期利益（百万SGD） 1,190 1,569 1,762 1,232 1,324

EPS（SGD） 0.26 0.34 0.39 0.29 0.32

PER（倍） 12.81 9.79 8.54 11.48 10.41

BPS（SGD） 4.15 4.33 4.55 4.68 4.89

PBR（倍） 0.80 0.77 0.73 0.71 0.68

配当（SGD） 0.10 0.12 0.12 0.13 0.13

配当利回り（%） 3.00 3.60 3.60 3.90 3.90

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.13 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 3.33

会社概要

企業データ（2018/9/15)

ベータ値

時価総額（百万SGD）

企業価値=EV（百万SGD）

3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2019/5）     （％）

1テマセク・ホールディングス 40.25

2.ブラックロック 7.00

3.VANGUARD GROUP 2.03
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2000年にプロパティーインベストメントがDBSランドの株

式の一部を取得し合併して設立。アジア最大規模の不動

産会社で、不動産総合開発事業（住宅を中心に、サービ

ス付きレジデンス、ショッピングモール、オフィスなど）、

宿泊事業、不動産投資信託（REIT）およびファンド運用な

どの投資運用事業から成る事業資産ポートフォリオを所

有・運用し、ポートフォリオの入替えによる資産リサイク

ル事業にも注力している。2019/3現在、世界30ヶ国以上

の国の180以上の都市で事業を展開。シンガポールおよ

び中国を主要なマーケットとし、マレーシア、インドネシ

ア、ベトナム、インド、欧州および米国にも事業を拡大し

ている。

投資運用事業では、シンガポールおよびマレーシアで

上場している「キャピタランド・モール・トラスト（CMT）」、

「キャピタランド・コマーシャル・トラスト（CCT）」、「アス

コット・レジデンス・トラスト(Ascott Reit)」、「キャピタラン

ド・リテール・チャイナ・トラスト（CRCT）」、「キャピタラン

ド・マレーシア・モール・トラスト（CMMT）」の5銘柄の不動

産投資信託を運用する。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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